
江
戸
幕
府
を
理
解
す
る
上
で

歴
史
が
展
開
さ
れ
る
空
間
を
新

た
な
視
点
か
ら
問
題
に
し
た
二

冊
が
注
目
さ
れ
る
。

杉
本
史
子

『
近
世
政
治
空
間

論
丁
―
裁
き

。
公

。
「
日
本
ヒ

（東
京
大
）
出
版
会
）
は
、
政
治

的
に
作
り
出
さ
れ
た
空
間
の
江

十

“
孝
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盆
Ｆ
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近
世
政
治
空
間
諭

戸
城
や
裁
判
の
場
と
し
て
評
定

所
を
と
り
あ
げ
る

一
方
、
太
平

洋
を
政
治
的
意
味
が
付
与
さ
れ

た
空
間
、
幕
末
の
新
た
な
政
治

機
構
や
非
公
式
会
議
を
近
世
日

本
の
政
治
空
間
と
し
て
考
え
直

す
。
江
戸
時
代
の
政
治
史
を
巨

視
的
な
観
点
か
ら
眺
め
る
見
方

を
提
示
す
る
。

面
白
い
の
は
、
江
戸
の
城
と

都
市
と
い
う
二
つ
の
空
間
に
ま

た
が
る
評
定
所
の
機
能
に
武
家

方
と
町
方
ひ
い
て
は
農
村
の
交

錯
す
る
空
間
を
見
出
し
た
こ
と

だ
。江
戸
城
に
つ
い
て
は
す
で
に

深
井
雅
海
氏
の
名
著

『
図
解
江

戸
城
を
よ
む
』
（原
書
房
）
も
出

て
い
る
が
、
著
者
は
そ
れ
を
中

核
空
間
、
境
界
空
間
Ｉ
、
境
界

空
間
Ⅱ
に
分
け
て
定
義
を
試
み

た
。そ
れ
そ
れ
、
本
丸
の
将
軍
権

力
を
中
核
と
す
る
人
工
空
間
、

北
の
丸
と
大
手
門
前
と
大
名
小

路
な
ど
の
内
曲
輪
、
日
本
橋
本

町
な
ど
町
方
を
含
む
外
曲
輪
に

あ
た
る
。

惣
構
え
の
城
の
中
核
空
間
と

境
界
空
間
が
有
機
的
に
組
み
合

わ
さ
れ
た
結
果
、
幕
府
の
空
間

的
基
盤
が
形
成
さ
れ
た
と
い
う

の
だ
。
福
田
千
鶴

『
近
世
武
家
社
会

の
奥
向
構
造
―
―
江
戸
城

。
大

名
武
家
屋
敷
の
女
性
と
職
制
』

（吉
川
弘
文
館
）
は
、
杉
本
氏
が

中
核
空
間
の
中
で
触
れ
な
か
っ

た
大
奥
や
奥
の
奥
向
を
、
儀
式

や
対
客
の
場
た
る
表
向
と
違
う

空
間
と
し
て
と
ら
え
、
臭
向
を

さ
ら
に
表
方
と
奥
方
に
分
け
て

考
え
る
。
将
軍
や
大
名
の
日
常

生
活
の
場
と
し
て
執
務
も
す
る

奥
向
の
表
方
と
、
妻
や
側
妻
や

家
族
と
の
生
活
を
営
む
場
所
と

し
て
の
奥
方
に
分
け
る
の
だ
。

江
戸
城
で
い
え
ば
、
こ
の
奥

向
は
、
か
つ
て
中
奥
と
も
呼
ば

れ
た
奥
と
大
奥
の
双
方
を
指

す
。
奥
方
は
、
大
名
家
で
は

裏
、
局
、
構
、
広
敷
と
呼
ば
れ

た
。
福
田
氏
は
、
江
戸
城
で
は

老
中
の
御
用
部
屋
も
奥
に
属
す

る
空
間
に
位
置
し
た
こ
と
を
力

説
す
る
。

も
と
も
と
将
軍
が
起
居
し
て

日
常
事
務
を
処
理
す
る
場
所
だ

っ
た
奥
は
、
居
間
と
い
う
生
活

空
間
と
し
て
理
解
す
る
限
り
大

奥
と

一
体
化
す
る
存
在
で
あ

り
、
整
備
さ
れ
た
行
政
機
構
の

頂
点
に
あ
る
将
軍
の
御
座
之
間

や
老
中
の
御
用
部
屋
の
存
在
を

意
識
す
る
な
ら
表
向
と
不
可
分

で
も
あ
っ
た
。
ま
さ
に
奥
向
は

私
的
生
活
と
公
的
生
活
の
両
義

性
を
内
包
す
る
空
間
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

徳
川
初
期
に
政
治
的
意
味
を

海
に
付
与
し
た
の
は
、
い
わ
ゆ

る
鎖
国
で
あ
る
。
こ
の
点
で
は

山
本
博
文

『
鎖
国
と
海
禁
の
時

代
』
（佼
倉
書
房
）
が
基
本
文
献

で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
鎖
国
令
は
、
三
代

将
軍
家
光
が
寛
永

一
〇

（
三
ハ

〓
三

）
年
か
ら

一
六
年
に
か
け

て
五
度
に
わ
た
っ
て
発
布
し
た

も
の
だ
。

そ
の
柱
は
、
日
本
人
の
海
外

渡
航
禁
上
、
貿
易
統
制
、
キ
リ

ン
タ
ン
禁
令
の
三
本
柱
で
あ
る

が
、
山
本
氏
は
日
本
史
家
が
海

禁
や
武
威
な
ど
の
言
葉
を
吟
味

せ
ず
に
使
う
こ
と
に
慎
重
で
あ

り
、
歴
史
学
や
政
策
史
の
見
地

か
ら

「鎖
国
形
成
史
」
を
描
く

重
要
性
を
説
い
た
。

江
戸
時
代
史
の
理
解
に
は
当

時
の
政
治
や
社
会
の
内
部
か
ら

説
明
す
る
点
こ
そ
重
要
だ
と
い

う
指
摘
は
、
「
グ

ロ
ー
バ
ル
・

ビ
ス
ト
リ
ー
」
に
日
本
史
を

「
包
摂
」
で
き
る
と
信
じ
る
人

び
と
も
虚
心
に
耳
を
傾
け
る
べ

き
だ
ろ
う
。
も
と
よ
り
、
い
ま

月
刊

『
文
藝
春
秋
』
に

「将
軍

の
世
紀
」
を
連
載
し
て
い
る
私

と
し
て
も
同
じ
こ
と
だ
。

や
ま
う
ち
ま
さ
ゆ
き
／
１
９
４
７
年
北

海
道
生
ま
れ
。
歴
史
学
者
。
『
民
族
と

国
家
』
『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
ア
メ
リ
カ
』

『
歴
史
と
い
う
武
器
』
な
ど
著
書
多
数
。
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